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衣服設計に関する基礎的研究
試着実験による原型の数量的分析
A Study on Basic Dressmaking 
The Bust Dart, Its Position and Width 
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I はじめに
人体に適合する衣服を製作するために様 な々研究，考察が行われているが，平面に作図され
た型紙を用い立体である人体に着用させる場合に，いかに体型に適合させるかは熟練した経験
者による仮縫い，補正の技術に頼ることが多いのが現状である。しかし被服構成上基礎的な作
図の段階で各人の体型に合う適合度の高い型紙が設計されるならば，経験の浅い学生でも容易
に適合する衣服を製作することができるものと考える。 平面を立体に形づくるための要素の一
つにダーツの役割があげられるが，中でも今回脇ダーツ分量と胸囲寸法との聞に何らかの関連
があるものと予測し，各自の体型に必要なダーツ分量を把握することで作図上の利便を計りさ
らには仮縫いを合理的にしようとする目的で実験，考察を試みたので報告する。
E 実験方法
1 .被験者と実験期間
被験者は18～20歳までの本学服飾美術科学生100名，実験期聞は1985年10月上旬から12月中
旬までの2ヵ月半である。採寸及び試着時の着衣状態はブラジャー・ スリップとし，自然立位
の姿勢にて仮縫い，補正を行った。
2.作図方法
試着用パターンの作図は，背丈と乳頭位胸囲の計測を行いB式原型を参考に胸囲のゆとり量
5 cm，脇ダーツ分量3.5cm，肩ダーツ分量1.8cmとして， 胸囲からの割り出し法の製図を用いた。
この作図を使用した経緯は次に述べる。
3.試着用パターンの製作と補正
試着実験をするにあたり工業用ボディの9号サイズを用いて，中寸法に必要なダーツ分量と
適度なゆとり量の検討を行った。
パターン用布には10cm角のマスメシーチング（綿100%，平織，密度タテ20.3本／cm・ヨコ
21. 3本／cm，厚さ0.389mrn，重さ1.263 g: /lOcnf）を使用し，前中心線，後中心線，バストライ
ンにそれぞれ色糸を通して布目を正した。ボディでの試着経緯は表1；写真1・2に表わした。
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表1 パター ンの試作経過
＼ 胸囲のゆとり量 脇ダーツ分量 肩ダーツ分量 試着の結果
1 8 cm 3 cm l .8cm 
ゆとり量が多すぎる
裾前上がり
後肢街点あたりに小じわ
2 4 cm 3 cm l.8cm ゆとり量が少なすぎる
裾前上がり
3 5 cm 3 cm l.8cm 
ゆと り量は適当
裾前上がり
4 5 cm 3. 5 cm l.8cm 
ゆとり量は適当
裾バストラ イン水平
写真 1 パターンの試作経過
’ 主
写真2 パターンの試作経過
’ 重 ’ ’ I I ． 
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4体試作検討した結果，胸囲のゆとり量5cm，脇ダー ツ分量3.5cm，肩ダー ツ分量1.8cmのパター
ンを使用して着用実験を行った。
仮縫い時の留意点は被験者に胸囲のゆとり量が適合するか，パス トラインと裾線が水平に納
まっているか，肩線の位置と肩下がりが適当であるか等を主な補正要因として，実験者3名に
より検討し補正を行い目的のダーツ分量の把握を試みた。
4.測定項目と資料の処理方法
測定項目は背丈，乳頭位胸囲，下部胸囲，胸の高さ，ゆとり量，前構造線，後構造線，ダー
ツ幅，前丈，後丈，前後身頃幅，肩幅，前肩下がり， 後肩下がりの14項目である（表2）。
背丈から下部胸囲の3項目は被験者から直接測定した項目であり，背丈，乳頭位胸囲はパター
ン作図時に，下部胸囲はパターン試着後に測定した値である。胸の高さ，ゆとり量は計算で求
めた数値で胸の高さは乳頭位胸囲から下部胸囲をヲ！いたもの，ゆとり量は前後身頃幅から乳頭
位胸囲を号｜いた寸法である。
前構造線から後肩下がりまでの 9項目はパターンからの測定項目であり，前構造線は右肩中
心からウエストライン前中心まで（図 1 ①），後構造線は右肩中心からウエストライ ン後中
心まで （図1一②）とし，ダーツ幅は脇線を引き直した直線上の寸法 （図 l一①），前丈， 後
丈はそれぞれの身頃の最長径 （図1一④，⑤）を取った。前後身頃幅はパターン上の胸囲り寸
法（図 1－R）であり，肩幅は右頚側点から右肩先点まで（図 l ⑦），前 ・後肩下がりは頚
側点から横に水平線を延ばし直角に肩先点に接する長さ（図1-R,R）と した。ただし，後
肩下がり寸法は前後とも同じ条件にするため肩ダーツ分量を除いた寸法とした。
これらの得られた資料の処理は，各項目の平均値，標準偏差，相関係数を算出し，「日本人
の体格調査報告書」（1984版）との比較を t検定にて，また，得られた数値がどのような因子
図1 パターンの測定図
① 前構造線
②後構造線
③ダーツ幅
④ 前丈
⑤後丈
⑥前後身頃幅
⑦肩幅
③ 前肩下がり
⑨後肩下がり
36 佐野・高岡 ・伴 ：衣服設計に関する基礎的研究
表2 iflJ定項目の平均値・ 標準偏差 ・変動係数
本 学 学 生 N=lOO 19才女子＊
①N=780 
②N=779 
測定項目 検 ｛ 疋
平均値 標準偏差
変動係数
平均 値 標準偏差
cm cm cm cm 
背 丈 37.73 1.84 4.87 N・S 37.68 
1. 7:} CD 
乳頭位胸岡 83.50 5.26 6.29 p<0.001 81.31 5.00 
下部胸囲 72.69 4.92 6.76 p<0.001 70.75 4.01 ② 
胸の高さ 10.81 1. 91 17.70 
ゆとり量 6.68 1.54 23.11 
前構造 線 40.53 1.81 4.45 
後構造線 41.19 1.88 4.55 
ダー ツ幅 3.48 0.37 10.65 
円lj 丈 40.83 1.94 4.76 
f圭 丈 41.03 1. 97 4.80 
前後身頃幅 90.19 5.66 6.27 
肩 幅 12.66 0.74 5.85 
前肩下がり 4.63 0.65 13.94 
後肩下がり 5.34 0.79 14.87 
＊日本人の｛本格調査報告書 (1984)
からなるかを相関マ トリ ックスによる主成分分析にて行った。目的のダーツ分量の数値解析は
関連のある項目を選び重回帰による分析を試みた。
E 結果と考察
1.測定項目の平均値，標準偏差，変動係数
被験者の測定項目の結果を表2に示す。標準偏差が大きい項目は前後身頃幅（5.66），乳頭
位胸囲（5.26），下部胸囲（4.92）で，これらの周径項目に被験者の個体差が現れていた。変
動係数の大きいものでは，ゆとり量 （23.11），胸の高さ （17.70），前肩下がり (13.94），後肩
下がり（14.87），ダーツ幅（10.65）等と寸法の小さい項目に集中しており，被験者の体型の
バラツキが明瞭に現れていた。これらの変動係数の大きい項目はパターンを各自の体型に適合
させるための重要な項目と言うことができる。
次に被験者の平均値を 「日本人の体格調査報告書」の19歳女子の体型と比較すると，背丈は
ほぼ同寸であるが，乳頭位胸囲，下部胸囲に 1-2 cm程度の差がみられた。さらに平均値の差
をt検定にて求めたところ背丈については有意差がみられなかったが，乳頭位胸囲，下部胸囲
に0.1%の有意差が認められた。このことは報告書ではスリップのみで計測したのに対し，本
研究ではブラジャーとスリップを着用させたことによる着衣状態の相違と考えられる。
表3 測定値の相関マトリックスと検定結果
測定項目 背丈 手L頭位下部胸のゆとり前構後構ダ ツー 前丈後丈前後 肩幅一 前肩後肩胸囲胸囲高さ量造線造線幅 身頃幅 下がり下がり
円ーヰじ 丈 1.0000 
手L頭位胸囲 Io. 3085 1. 0000 
下部胸囲 Io. 2790 o. 9314 1. 0000 
胸の 高さ Io.1305 o.3533 -0.0117 1.0000 
ゆとり量 I0.2006 0.1223 o.1541 -0.0602 1.0000 
前構造線 Io.8739 o.5131 o.4669 o.2096 o.2379 1.0000 
後構造線 Io.9485 o.4502 o.3947 0.2225 0.2229 o.8794 1.0000 
ダーツ幅 I0.2889 o.6187 o.4967 o.4229 0.2510 o.5076 o.4074 1.0000 
目lj 丈 Io.8740 o.4477 o.3988 0.2049 0.2312 o.9510 o.8689 o.5060 1.0000 
後丈I0.9432 0.3617 0.3152 0.1833 0.2070 0.8716 o.附 0.3835 0.8707 1.0000 
＊＊権
前後身頃幅 0.3414 0.9625 0.9075 0.3118 0.3868 0.5417 0.4793 0.6451 0.4791 0.3925 1.0000 
屑 申面 I o.3003 o.5137 o.4876 o.15so 0.2101 o.3670 o.3269 o.3788 o.3627 o.3366 o.5511 1.0000 
前肩下がり I0.2031 0.2232 0.1530 0.2199 o.1642 o.1856 0.2037 o.3334 o.2933 0.2257 0.2522 o.4446 1.0000 
後肩下がり Io.0582 0.0211 0.0031 -0.0664 。山 一0問。。028 0.1759 0.0475 0.山 O附 O叩 0.4655 1.0000 
市本 •P <0. 001 帯平P<0.01 牟P<0.05 ~ 
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2.測定項目聞の相関関係
パターンより測定した項目聞の因果関係を知るために相関係数を算出した結果を表3に示
す。背丈に相関の高い項目は後構造線（0.9485），後丈（0.9432），前丈（0.8740），前構造線（0.8739)
と長径のもので，この4項目聞にもそれぞれ相関関係がみられた。このことは背丈が変化する
と他の長径のものも変化するという相互に依存する関係を表わしている。
次に乳頭位胸囲，下部胸囲，前後身頃幅の周径の3項目については， 乳頭位胸囲と前後身頃
幅（0.9625），乳頭位胸囲と下部胸囲（0.9314），下部胸囲と前後身頃幅 （0.9075）と，相互に
高い相関関係がみられた。数値はやや低くなるが，ダーツ幅，肩幅，前構造線も周径項目に依
存する関係にあると言える。
ダーツ幅に影響を与えると考えられる項目を見ると，前後身頃幅 （0.6451），乳頭位胸囲
(0.6187），前構造線（0.5076），前丈（0.5060）に相闘があり，ダーツ幅に関連のある項目の
数値が高くなるとダーツ幅も当然多く必要であると言える。この中で数値の高かった前後身頃
幅は乳頭位胸囲にゆとり量を加えたものであるから，直接的には乳頭囲胸囲と相聞があると解
釈される。
さらに，肩幅は前後身頃幅，乳頭位胸囲，下部胸囲に0.5前後の相闘がみられ，周径項目に
依存していることは前述の通りである。前肩下がり，後肩下がりは，肩部以外に相闘がほとん
どみられないことから，肩傾斜に関する項目は長径，周径に関わらない他の要因である肩肝骨
の高さや頚側点付近の状態に左右されると思われる。
胸の高さ，ゆとり量に関係する項目を見るとあまり高い係数はないが，その中で高い数値を
示していたのは胸の高さに対してダーツ幅（0.4229），ゆとり量に対して前後身頃幅（0.3868)
であった。なお，各数値の右上の印は相関係数の妥当性をみるために CR検定を行った結果で，
相関係数r=O. 33以上が危険率0.1%で有意であった。
3.パターンの要因分析
測定項目がどのような要因から成り立っているかを相関マ トリ ックスに基づく主成分分析に
て求めた結果を表4に示す。累積寄与率が80%以上になると変数聞の関係がほとんど言い尽く
されていると して第5主成分 （累積寄与率88%）の因子までを検討した。
第1主成分の寄与率は46.5%で全体の約1/2の情報量である。 高く負荷している項目は前構
造線（0.8959），前丈（0.8788），後構造線（0.8701），後丈（0.8393），背丈（0.8030）の長径
5項目と前後身頃幅（0.7899），乳頭位胸囲（0.7520），下部胸囲（0.6797）の周径のもの3項
目とダーツ幅（0.6742）であった。 因子負荷量はすべて正であり，いずれの測定項目が大きく
なっても第 1主成分の因子得点が大となることから第1主成分は全体的な大きさを表わす因
子，すなわち 「体格の大きさを表わす因子」である。
第 2主成分は寄与率が15.8%で，正の方向に負荷している項目は背丈（0.5511），後丈
(0.4807）， 後構造線（0.4304），前丈 （0.3643），前構造線（0.3358）であり，負の方向に高
く負荷している項目は乳頭位胸囲 （ 0.5374），前後身頃幅（ 0.5284）， 下部胸囲（-0. 5131) 
表4 主成分分析の因子負荷量
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長十＼旦Z v I ?? IV 
前構造線
前丈
後構 造線
f主
背
前後身 頃 幅
字LE頁f立胸位
下 音l胸囲
ダ ー ツ 幅
後肩下がり
前 肩 下がり
肩
胸の高さ
ゆとり量
??
0.8959 
0.8788 
0.8701 
0.8393 
0.8030 
0.7899 
0.7520 
0.6797 
0.6742 
0 .1382 
0.3812 
0.5879 
0.3188 
0.3337 
0.3358 
0.3643 
0.4304 
0.4807 
0. 5511 
-0. 5284 
-0.5374 
-0.5131 
-0.3439 
-0.1985 
0.2409 
-0.3974 
0 .1573 
-0.1064 
0.0980 
-0.0189 
0.0437 
-0.0879 
-0.0528 
0.2500 
0.3307 
0.3227 
-0.0100 
-0.8472 
-0. 6449 
0.4150 
0.0789 
-0.2098 
-0.0179 
0.0221 
0.0004 
-0.0055 
0.0477 
-0.1009 
0.0221 
-0.3077 
0.2679 
-0.0696 
0.2343 
-0.1224 
0.8510 
0.4444 
0.0035 
0.0051 
0.0266 
0.0626 
0.0639 
0 .0779 
0 .1484 
0.2190 
-0.2139 
0.2035 
0.0245 
0.1538 
-0.2323 
0.7898 
固有値
寄与率 （%）
累積寄与率（%）
幅
6.5099 
46.5 
46.5 
2.2054 
15.8 
62.3 
1.6545 
11.8 
74.1 
1.1767 
8.4 
82.5 
0.8880 
6.3 
88.8 
であった。長径項目が正，周径項目が負であることから第2主成分は背丈が高くて乳頭位胸囲
が小さい人ほど因子得点が大となり，背丈が低くて乳頭位胸囲が大きい人ほど小になるという
「肥満，痩身を表わす因子」である。
第 3主成分の寄与率は11.8%で高く負荷している項目は後肩下がり （一0.8472），前肩下が
り（－0.6449），肩幅（ 0.4150）であり，高く負荷している項目が他にないことから第3主
成分は 「肩に関する因子」と言える。
第4，第5主成分の寄与率は8.4%, 6. 3%で第4主成分は胸の高さ（0.8510）が高く負荷し
ておりこれは「胸の高さを表わす因子J，第5主成分はゆとり量 （ 0. 7898）が高く負荷して
おり 「ゆとり量を表わす因子」 と言える。 この2項目のみが単独で、高い因子負荷量を獲得した
ことで胸の高さとゆとり量は他の項目とは質が異なる変数，すなわち他の長径，周径， 肩部項
目とは関連が少ない項目であることが裏付けられた。
4.ダーツ分量の数値分析
平面製図を行う時のダーツ分量の把握には関連のある項目の回帰係数を求めることで，各自
に必要なダーツ分量が予測できることから，ダーツ分量を目的変数とした重回帰分析が適当と
思われた。重回帰分析には説明変数の選択が重要なホ。イントになるが，目的変数に深い関係を
もち，互いに独立であることに留意して項目を抽出した。ダーツに関連のある相関係数の高い
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項目を順にあげると前後身頃幅，乳頭位胸囲，前構造線，前丈，下部胸囲， 胸の高さ等であっ
た （表3）。 相関係数が一番高いのは前後身頃幅であったが，
ゆとり量はデザインによって変化する数値である。作図時の利便さを考慮
これは乳頭位胸囲にゆとり量を
力日えたものであり，
すると測定値である乳頭位胸囲の方がより適切であると思われこれを採択した。 下部胸囲につ
いては乳頭囲胸囲と極めて高い相関があるため破棄した。
この2項目聞にも極めて高い相聞があり，次に係数の高いものは前構造線，前丈であるが，
両方の重相関係数を求めた時に数値が高かった前丈を採択した。胸の高さとダーツ幅とは低い
が相闘があり他の項目とは互いに独立であるので説明変数に加えた。得られた結果を表5に示
す。
ダー ツl隔の重回帰分析結果表5
偏相関係数標準誤差｛｜直F 標準備回帰係数偏回帰係数名目項
0.4477 0.0061 24.0649 0.4189 0.0300 手L頭位胸囲（Xi)
0.3238 0.0155 11. 2440 0.2737 0.0520 丈（X,)
胸の高さ（X,)
前
0.2752 0.0150 7.8686 0.2188 0.0420 
式。帯回0.7002 重 相関係数
Y= 0 .030X1 +0.052X2+0 .042X3-l. 5857 
(Y＝ダー ツ幅）0.4902 数係｛ 疋決
偏回帰係数は乳頭囲胸囲0.030，胸の高さ0.042，前丈0.052でこの係数の検定をするために
この項目は説明変数として妥当であったことを示F値を求めたところ3項目とも有意であり，
している。さらにこの重回帰式の有効性について重相関係数を検定するとF値は30.78であり，
F表から求めた F ( 3 , 96,0. 01) 
高度に有意で
ダーツ幅の実測値と推定値図2〈??
?
?
=4.08より大きく，
あった。
以上のようにダーツ幅をYとし
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4 の高さを代入する重回帰式を求め
ることで各自が必要なダーツ幅を
予測することができる。このよう
に平面製図にて脇ダーツ分量を設
その分量を経験的に把定する時，
???
えるのではなく，重回帰式による
R =O. 7002 
2 
ダーツ分係数を利用することで，
y 
5咽4 3 2 
実illJ値
量を数値的に把え，仮縫いもより
合理的に行うことが可能である。
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図2は実測値のダーツ幅と重回帰による推定値で求めたダーツ幅との重相関係数を表わした
ものである。重相関係数R=O. 7であり決定係数は0.49で全体の約半数がこの予測式に該当す
ることを表わしている。この重相関係数は高い数値ではないが，その理由としてダーツ幅は相
関係数の高い項目がなかったことと，バラツキの多い周径項目に依存していたことに起因して
いる。
なお，肩傾斜角度については l人ずつ測定しなかったが，肩下がり／肩幅がsin｛） になるこ
とから平均の肩幅と肩下がりから角度を算出すると，前肩傾斜角度が約21.45度， 後肩傾斜角
度が約24.95度となった。ちなみにB式原型では中寸法にて前肩角度20度，後肩角度19度，D
式原型では中寸法で前肩角度約16.26度，後肩角度28.69度，また増田の実験結果では前肩角度
19.48度， 後肩角度21.32度，柳沢は前肩角度22度， 後肩角度20度としての作図を提案している。
このように肩角度については様々な数値の報告がなされているが，この項目は個人差が大きく
各自の体型に適合させることが重要な補正要因となることから，今後も研究の必要性があると
言える。
U ま と め
本研究は脇ダ ツーと胸囲との関連に着目し，体型上各自に必要なダーツ分量を把握すること
により，作図上の利便を計り，仮縫いを合理的にしようとする目的で学生を対象に試着実験を
行った。結果をまとめると次の通りである。
①被験者の乳頭位胸囲と下部胸囲にバラツキが多く，「日本人の体格調査報告書jと比較
した場合にも着衣条件の違いがあげられるが，乳頭位胸囲と下部胸囲に有意差が認められた。
背丈は報告書と比較した場合有意差はなかった。
② 各項目聞の相関関係は長径項目間，周径項目聞にそれぞれ依存関係が認められ，ダー ツ
幅については周径項目と前身頃の胸囲に関連する項目に相関が認められた。肩幅については周
径項目に依存していたが肩下がりは測定した項目間では相関関係はなく，ゆとり量，胸の高さ
の2項目も測定した項目間では高い依存関係が認められなかった。
③ 測定した項目聞の主成分分析の結果は， 第1主成分の寄与率が46.5%で 「体格の大きさ
を表わす因子」，第2主成分は寄与率が15.8%で 「肥満 ・痩身を表わす因子j，第3主成分は寄
与率が11.8%で「肩に関する因子」が抽出され，第4，第5と単独に「ゆとり量j，「胸の高さ」
の因子を得ることができた。
④脇ダーツ分量に関する重回帰分析は測定項目の中から脇ダーツに関係する乳頭位胸囲
X1，胸の高さ X2，前丈X3の3項目を採択し，脇ダーツ幅をYとした時に Y=O. 03 X 1 + 
0. 042 X z+O. 052 X 3 1. 5857の予測式を得た。平面製図にて脇ダーツ分量を設定する時に，
予測式を用いて分量を数値的に把え合理的な作図と仮縫いを行うこ七グ可能である。
終わりに，実験に御協力いただいた本学服飾美術科学生に深謝します。
なお，本報告は1986年5月，日本服飾学会においての口頭発表に一部加筆したものである。
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